
ロータリーソング「奉仕の理想」
ゲスト：禹海蓮さん
	 （米山奨学生）

第２１７３回例会報告議事録
日時　２２年１０月２６日（火曜日）
場所　ホテル　マークワン　我孫子
時間　１２：１５点鐘

本日は、特にありません。
松本親睦活動委員長親睦活動委員会報告

　本日は、塩毛会長が所要とのことでパスト会長ということで会長役をやって
下さいということでこうしております。どうぞよろしくお願いします。

　さて、今月は職業奉仕月間ということです。いよいよ１０月も終わりということ
で、ガバナー月信に目をとおしてみました。
　織田ガバナーが小学校のころに見たとびきり厳しい棟梁とふたりの１０歳代
の弟子。来る日も来る日も厳しく叱られながらも将来は立派な棟梁になろうとす

る若い弟子の姿に感銘を受けたと言われるのです。こういう師匠と弟子の関係が職人としての誇り、
別な言い方をすれば職業倫理、職業道徳を育てたのではないかと、語られています。高度成長を
機に徒弟制度は影を潜め大工志望の若者は工業高校へ進学するようになった。工業高校、専門
学校が職人の誇りを培う場になっているかどうかは甚だ疑問であると、、、。
　職業奉仕とは単に資本の倫理、法の規則に則って正しく事を運ぶというだけでは不十分で、法
以上の高次元にある道徳率に従うことである。道徳率の源泉は良い心、良心に求められるとし、
最後に佐藤千寿氏の話を引き出され、氏はロータリーを学校に例えました。この学校には入学が
あっても卒業はありません。学べば学ぶほど楽しくなり、ロータリーの道は無限であることを知る
に至るでしょう。最高善をめざす、人生の学校に卒業はない。と語られていることを引用され、結
んでいます。
　私も幼児教育の場で良くたとえ話にする「おはなし」があります。三人の職人さんが煉瓦を積ん
でいます。一人目の人に聞きます『あなたは何をしているのですか？』「お金を稼ぐために煉瓦を積
んでいるのさ」。二人目の人に聞きます、彼は「言われたとおりに煉瓦をコツコツ積んでいるのですよ」。
三人目の人に聞きます、三人目の人は「このレンガを積んでここに素敵な学校を造るんですよ、子ど
もたちの喜ぶ顔が見たくってね！」三人目の職人さんは顔がキラキラと輝いていましたよ！。
ロータリーの職業奉仕は、三番目の職人さんのような姿を描いているのではないかと思うのです。
　最近こんな言葉に出会いました。「教えるとは未来を（夢を）ともに語ることです。」教育の場に
いる者として、またひとりのロータリアンとして心掛けたいと思うのです。

鈴木パスト会長（代理挨拶）会長挨拶

出席率６７％

宮本出席委員長出席報告

お名前 メッセージ 金　額

上村晃一会員
職業奉仕月間に当り、職業奉仕についてスピーチをした
御礼

１,０００円　

志賀会員 柴燈護摩火渡りが無事に終わりました。 ３,０００円　

鈴木会員 代理会長をさせていただきました。 １,０００円　

当 日 計 ５,０００円　

今期累計 １９１,０００円　

ニコニコＢＯＸ

　地区大会のバスの手配をしましたが、沼南クラブも同乗しますので、お迎
え場所と時間については後ほどご連絡を致します。
４５周年記念事業で寄贈する「かたらいベンチ」のプレートメッセージの公募
が本日締め切りとなっておりますので、後程幹事まで提出をお願いいたします。

小池幹事幹事報告

職業奉仕についてお話しをいただきました。
上村晃一会員卓話

禹海蓮さんへ米山奨学金授与 禹海蓮さん　近況報告
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我孫子ロータリークラブは「千葉国体」を応援しています。

ロータリーの友　事務局	 ホームページ	 www.rotary-no-tomo.jp
	 メールは	 web@rotary-no-tomo.jp

我孫子ロータリークラブは、
環境貢献として、「森の町内会」を応援します。

この印刷物に使用している用紙は、
森を元気にするための間伐と
間伐材の有効活用に役立ちます。

環境ＮＰＯオフィス町内会が中心となって２００５年に立ち上
げた新たな間伐促進活動が「森の町内会」です。この活動
に賛同して「印刷用紙」や「コピー用紙」を使用する企業は
２００９年９月現在、９２社にのぼり、その環境貢献として促進
される岩手県岩泉町・葛巻町・青森県三沢市での間伐は、
年間３０haの規模になっています。グリーン購入大賞で大賞
を、山村力コンクールで林野庁長官賞を受賞しています。

渋谷会員・宮本会員・星野会員・志賀会員

高島会員・上村晃一会員

瀧日会員・尾上会員・酒井会員


